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2.目標

5.次回の
　取り組み

毎回の課題となっている正座を長時間耐えることと、お手前雰
囲気、席作りを学ぶ。

活動報告書

煎茶道同好会

内　　　容

1.活動内容

  活動名（大会・行事等）： 第37回　東京煎茶会

　活動場所：　グランドプリンス新高輪

  活動日時：　平成25年10月6日（日）

茶席に参加し、学園祭に向けて席作りを学ぶ

3.結果報告

毎回の茶会の参加者は、4人と多くはなかったのだが、今回8人
と普段参加しない人も来るようになった。
茶席に関しては、１人につき３席まで参加できるようになってお
り、全員が３席入ろうと努力が見られた。また、複数の流派が参
加していたため、流派によって席作りや茶菓子が異なってい
た。
席作りは「秋」をイメージに作られていたので、今年の学園祭の
参考になった。
問題点があるとすると、正座が最後までできなかったことであ
る。１席でも耐えれない人もいたので、そこは改善点として考え
なければならない。

4.目標と結果
  のギャップ

当初の目標は達成されたと考えている。
だが、正座に関しては、長期間かけて改善していきたい。

6.次回活動
　 の目標

学園祭にむけて作法の向上と、主催者側としての客に対する振
る舞いを覚えていく。

今回の取り組みについての評価 4・3・2・1
　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった


